
令和元年９月１日 

「 お祭り勉強会」 
 

１ 日本の神々のルーツ 

伊勢神宮では、内宮
ないくう

にて祀られているのが、 天皇陛下の祖先にあたる天照大御神(あま

てらすおおみかみ)です。 外宮
げ く う

にて祀られているのが、紀元 500 年頃、丹波の国(京都府)

から移された衣食住の神である 豊受大御神(とようけおおみかみ)です。 

 

｢古事記｣によると、天照大御神は初代天皇陛下として位置付けられている神武
じ ん む

天皇の

５代前の祖先にあたります。神武天皇以前は神代
か み よ

という、我が国の神話の中で、神の治

めた時代でした。伊勢神宮で天照大御神を祀るということは「先祖礼拝をして子孫繁栄

を願っているということです。 

 

自然と神とは一体として認識され、神と人間を結ぶ具体的作法が祭祀
さ い し

であり、その祭

祀を行う場所が神社であり、今上天皇陛下（令和天皇陛下）により、祭祀が行われてお

り、天下
て ん か

泰平
たいへい

、五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

、皇室の安泰、万民の平安が祈られています。 

 

２ 七社神社 

七社神社の創建時期は、寛成五年(1793)の火

災により古文書、古記録等を焼失したため詳ら

かではないが、翌年 9 月秋分の日に御社殿は再

建されたため、大祭日と定め、現在も例祭
れいさい

が執

り行なわれています。（９月２３日） 

  （御社殿）伊邪那岐命、伊邪那美命 

  （末社
まっしゃ

）天祖神社（天照大御神を祭る神社） 

天照大御神、豊受大御神 

  

３ 御神輿とは 

「輿
こし

」とは、人を乗せて人力で運ぶ乗り物の

ことで、神様が乗るので、「神輿」といい、神道
しんとう

の祭の際に、普段は神社にいる神霊が氏子町内

へ渡御
と ぎ ょ

するに当たって一時的に鎮
しず

まるとされ

る輿です。 

神社の神輿を一般に「本社
ほんしゃ

神輿
み こ し

」や「宮
みや

神輿
み こ し

」

と言い、氏子町会が神輿を持っている場合はこ

れを「町会神輿」と呼ぶます。 



４ 日本はいつ建国したか？ 

  初代神武天皇陛下がご即位された日が、日本建国の日とされている。（建国記念の日） 

 現在、皇紀２６７９年。（皇紀とは、神武天皇がご即位された年を元年とする日本独自の

紀年法です。西洋では、西暦。） 皇紀元年＝西暦紀元前６６０年 

 

５ 神様ってなに？ 

  今上天皇陛下は、第１２６代目の天皇陛下です。１２６代続く中で、計算

上、全ての日本人が天皇の血を引いていることとなります。つまり、日本

人にとっての神様は、我々の祖先であると言えます。（祖霊崇拝） 

  また、人間の生命としての循環から、大自然の中に神が宿るものという考

えがあります。 

 

６ 御神酒って？ 

  古代の人間は、ご飯を置いておくと自然に酒になることから、「神様が醸
かも

し

ている」と考えていた。だから、神事においては神酒が重要です。 

  祭の際には、神酒を神前に供え、祭礼の終了後直会で御神酒を戴きます。神様に供え

られ霊が宿った酒を頂き、神様と同じものを飲食するという意味があります。 

 

７ 秋祭とは。 

  稲には霊魂（稲
いな

魂
だま

）が宿るとされる。また、稲を育て、豊かな実を稔らせる農耕神が

いる。秋祭りは、稲
いな

魂
だま

や農耕神の他に、太陽の神、水の神など稲を育てるために力を貸

してくれた多くの神に感謝するもの。現代の東京都では、稲作や畑作業を行わないので、

１年間、平和な生活を送ることが出来たことを感謝するものです。 

  祭の際に、神輿に乗られた神様が、氏子たちの生活を見て廻り、稲の取入れを祝う様

子を見てもらうことで、「また来年も氏子たちの笑顔を見たい。」とお考えになり、太陽

や雨の恵みを授けてくれると考えられています。 

 

８ 用語集 

  〇御霊
み た ま

入れ
い れ

・・・神輿に神様を遷
うつ

す儀式。（実際は人型の和紙） 

〇神酒所
み き し ょ

・・・ 神々に神酒
み き

をはじめとする神饌
しんせん

をお供えする場所。 

〇木頭
きがしら

・・・神輿担ぎのきっかけを作るのに最初に拍子木
ひ ょ うし ぎ

を打つ頭。 

もとは歌舞伎・文楽で幕切れや舞台転換時に打つ拍子木の最初の音。きっかによっ

て拍子木を打つ。 

  〇馬
うま

・・・神輿を置いておく台。   

  〇差
さ

す・・・神輿を上へ高く上げる。神輿(神様)を「差し上げる」の意味。 

  〇直会
なおらい

、鉢洗
はちあら

い・・・神事の最後に、神饌としてお供えしたものをおろし、参加者で



いただくという行事で、神と共食するという意味があります。 

  〇花
はな

棒
ぼう

・・・神輿を支えている台棒のうち、真ん中の棒の前の部分です。 

  〇脇
わき

棒、側
そで

棒・・・花棒以外の台棒。 

  〇トンボ・・・神輿の担ぎ棒である親棒と脇棒をつなぐ、横棒の事。 

  〇高張
たかばり

提灯
ちょうちん

・・・提灯を長竿の先に取り付け、先頭に高く掲げ、目印とするもの。 

  〇役
やく

半纏
ばんてん

・・・神輿を仕切る物が着用する半纏。 

  〇手締め・・・日本の風習の一つで物事が無事に終わったことを祝って、掛け声とと

もに打つ手拍子である。拍数の「3 回・3 回・3 回・1 回」は 3 回の拍が 3 回で九に

なり、もう 1 回手を打つと九に点が打たれて「丸」になり「丸く納まる」の意味。 

  〇本社
ほんしゃ

神輿
み こ し

・宮
みや

神輿
み こ し

・・・神社に備わる神輿をいう。（七社神社にはない。） 

  〇宮元
みやもと

・・・神社側近の町会。（二本榎自治会） 

  〇宮出し・・・神輿を神社の境内から担ぎ出す事。 

  〇宮入り・・・神輿を神社の境内に担ぎ入れる事。 

  〇宵宮
よいみや

・・・祭礼の前日夜に行われる神輿渡御。 

  〇法被
は っ ぴ

・・・半纏と違い、お店のセールに着るような薄手の赤、青の羽織。 

  〇雪駄
せ っ た

・・・草履の裏に金属の金具が付いているもの。（雪の上での滑り止め。） 

  〇渡御
とぎょう

・・・神輿、山車を巡行させること。 

 

９ 神輿渡御でやってはいけない事 

  〇 ２階以上から見下ろしてはいけない。（神様を見下ろすことになるから。） 

  〇 決められた半纏以外ではかついではいけない。（他町会の神輿は担げない。） 

  〇 神輿の写真を断りなく撮ってはいけない。（声がけして、許可を取ってから。） 

  〇 神輿に勝手に触ってはいけない。（神聖なものだから。） 

  〇 神輿に乗ってはいけない。（神様が乗る物だから。） 

  〇 神輿を地面においてはいけない。（神様が乗るもので、我々よりも高い位置で馬に） 

 

10 木遣り 

  木遣り唄とは、作業のときに声をそろえて歌う唄で、みんなの力を 1 つにするために

歌う労働歌。 

  「真鶴」（真鶴は鶴の一声のように、「一緒に唄いましょう」という呼びかけの意味） 

【意味】                    【木遣り】 

兄：「おーい、やるよー」  キヤリ：ヨーヨーヨーイヤリヨー。（１人で唄う） 

弟：「仕事、はじめるよー」  側ウケ：エーエー。ヨーオー。オー。（全員で唄う） 

 

 

 


